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後援会資料

9月定例会 議決案件について

年々短く感じる秋もすっかり深まり、そろそろ冬支度にかかる方もいらっしゃるのではないでしょうか。冷え込

みが強まってくる時節柄、体調管理にはくれぐれもお気をつけてお過ごしください。

さて、今号では9月定例会で議決した議案内容と、次年度予算編成に向けて提出した予算要望の内容を報告

いたしますので、ご一読ください。

９月定例会では、新型コロナウイルス感染症緊急経済対策事業費（約1.2億円）などの補正予算6件と、

令和2年度草津市一般会計歳入歳出決算をはじめとする8件の決算認定、その他条例改正や一般議案

をふくめた合計21件の議案について審議し、全て可決いたしました。

抜粋して、議案の概要を報告いたします。

草 津 市 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 緊 急 経 済 対 策 事 業

①草津市事業継続支援金（約１．１億円）

コロナ禍影響により売上減少が続く中小企業等の事業継続支援を目的に、草津市独自の支援金を給付。

給付対象は、滋賀県事業継続支援金（第3期）の給付を受けている市内事業者です。

②草津市酒類販売事業者支援金（６００万円）

中小企業等 個人事業主

県（第3期） 20万円 10万円

草津市 10万円 5万円

合計 30万円 15万円

酒類提供停止に応じた飲食店との取引がある酒類販売事業者の支援を目的に草津市独自の支援金を給付。

給付対象は、滋賀県の酒類販売事業者に対する支援金の給付を受けている市内事業者です。

売上減少幅 50~70%未満減少 70~90%未満減少 90％以上減少

中小企業等 個人事業主 中小企業等 個人事業主 中小企業等 個人事業主

県 20万/月 10万/月 40万/月 20万/月 60万/月 30万/月

草津市 10万/月 5万/月 20万/月 10万/月 30万/月 15万/月

※上記の支援金は、いずれも県と市にそれぞれ申請をする必要があります。

市内の個人事業主さんから、「申請から給付まで非常に期間が長く、支払いが厳しい」という切実な声

が届いています。タイムリーな給付事業になるよう、スピード感ある対応を求めてまいります。



令和4年度予算要望を提出いたしました

私が所属している「市民派クラブ」は4人の議員で構成しており、年に一度、10月頃に草津市
行政に対して予算要望を提出しております。

予算要望とは、草津市行政が新年度予算を編成するにあたり、子育て、教育、交通、介護など
のあらゆる分野について事業の効率運営や充実を求めるものです。

私たちの会派が提出した要望数は７２項目に及びます。いずれの要望についても、日頃、市民
の皆様との対話を通じて得られた項目ばかりです。

紙面都合上、すべてを掲載することは出来ませんが、コロナ対策を含めた、子育てや介護など、
働きやすい地域環境づくりに関わる一部をご報告いたしますので、ご覧ください。

要望① 週末の窓口開庁

平成31年3月に終了した第一日曜日の窓口開庁を復活していただきたい。

要望② デジタル化の推進
電子申請による諸証明の分野拡大を図っていただきたい。また、郵送による
諸証明発行だけではなく、電子印刷にて対応できるようにしていただきたい。

■市民の生活利便性向上について

要望① いじめ対策

人権啓発活動を一層推進するために、インターネット上での差別書き込

みやいじめ防止の更なる強化に取り組んでいただきたい。

要望② 犯罪被害への支援

犯罪被害者等を支援する民間団体との連携を確立するため、早期に県

と協定締結を行ない、団体への財務上の支援を講じていただきたい。

■安全・安心な地域生活について

要望③ ネット予約の拡充
公設施設の利用申し込み・予約について、IT活用を取り入れたシステムを
整備していただきたい。

要望④ 会議室利用時間の延伸
de愛ひろばの管理棟にある会議室（研修室）の利用時間が限定的であるた
め、17時以降の利用が可能となるようにしていただきたい。

要望③ 災害時の電力需要対応

災害時の停電に備え、市内既存主要公共施設に発電装置の設置の検討を行

ない、新改築される公共施設には発電装置を設置していただきたい。

要望④ 熱中症対策

熱中症対策のための装置整備を草津川跡地公園内に行なっていただきたい。



要望① 介護環境の充実

社会問題となっている「老老介護」や「介護離職」の問題を解消するための施
設整備をさらに充実していただきたい。

要望② 特別支援教育環境の向上

発達障害にかかわる指導のための特別支援教育コーディネーターの専任人
員の増員を行なっていただきたい。

■市民福祉の向上について

要望① ホームへの転落防止

ＪＲ西日本と協業し、草津駅および南草津駅にホーム転落防止の安全柵

を設置願いたい。

要望② 駐輪場や自転車道の整備

自転車利用促進にむけて自転車道の整備や、駅前を含む駐輪場の拡充

を行なっていただきたい。

■道路交通の利便性と安全性向上について

要望③ ボール遊びが出来る環境の拡充

市内にある公園に健康器具の設置や、ボール遊びできる環境整備をさらに
すすめていただきたい。

要望④ 新規火葬場整備

市営火葬場の新規整備に向けて栗東市との協議を進め、計画に遅れが出な
いよう、すみやかに用地確保を行い、整備を進めていただきたい。

要望③ 信号機の活用

市内で交通渋滞を起こしている交差点がスムーズになるよう、矢折れ信号な

ど補助装置の充実を県に要望をしていただきたい。

要望④ 通学路等の安全確保

保育園・幼稚園・子ども園・小中学校の通園・通学路の安全確保が不十分で

ある。引き続き安全整備を実施していただきたい。

■コロナ対策について

要望① 中小企業支援の継続

コロナ禍によって深刻な経営状況におかれている中小零細小売業者の更なる下支え
をしていただきたい。

要望② 子どもの体力低下対策

外出自粛等の影響により、子どもが外に出て体を動かす機会が減った。子どもの体
力強化のため、これまで以上にスポ少支援の拡充や、体力づくりにつながる市民活動
への支援、空間づくりを実施していただきたい。



所属する委員会が決まりました

予算常任委員会

〇市から提案された予算案を審議し、採決する機関

市民の皆様からお預かりしている大切な税金を使って「どんな事業をするのか」、「その事業の効果はどのように見込んでい

るのか」、さらには「予算額は妥当か」という視点で慎重かつ活発に議論し、税金の使い道について賛否を決める役割があり

ます。

〇委員長に選出

各議員が所属する委員会を変更するにあたり、正副委員長の選びなおしが行われました。その結果、他会派の議員から指

名推薦を受け、異議が出なかったことから、委員長に選出されました。

市の予算を審査するという、きわめて重要な委員会を運営していく責任の大きさをしっかりと自覚し、市の発展と市民の幸

福に寄与する議論の場となるよう、精一杯努めてまいります。

文教厚生常任委員会

〇健康・福祉・教育・子育て等の分野について議案審議、調査する機関

文教厚生常任委員会は、高齢者や障害、生活困窮などのあらゆる福祉に関わる事業や、市民の健康増進、教育環境拡充、

子育て支援など、非常に幅広く重要な議案について審議し、採決する機関です。

〇委員としての役割

長引くコロナ禍によって不安や困りごとを抱える市民が増えていく中、より関心が高まる福祉政策や子育て支援について審

議したり調査研究する役目があります。

そのことをしっかりと自覚して委員会に臨み、市民が「満足」と「安心」を得られる行政サービスが「速やか」に提供されるよう

市民の皆様の声を聴く取り組みを進めながら、草津市に提言をしてまいります。

決算特別委員会

〇前年度の予算執行状況や事業の効果を問う機関

決算特別委員会は、前年度にどれだけの税金を使って、どれだけ市民福祉の向上および市の発展に寄与したのかという、

実施した事業の効果確認と使った金額の適切さを問い質す役目があります。

〇委員としての役割

決算審査を通じて事業の成果を評価するためには、行政から提出された資料だけでは読み解けない実態を現場で把握す

る必要があると考えています。決算での適切な評価を次年度予算に反映させ、市民にとってより良い事業が展開できるよう、

現場主義で活動を進めてまいります。

滋賀に「国民民主党」公認の衆議院議員が誕生しました！

〇斎藤アレックス（滋賀1区：大津市、高島市）

先般の衆議院議員解散総選挙において、私が県連副代表を仰せつかっている

国民民主党の公認候補が、滋賀1区で比例当選を果たしました。

後援会の皆様や、草津市域の有権者の皆様に「比例は国民民主党」というお願

いをお聞き届けいただけた賜物と受け止めております。

今後も、斎藤アレックスを先頭に滋賀から日本を変えていく活動をともに進めて

まいりますので、私や国民民主党へのご指導と、あたたかいご支援を賜りますよ

う、宜しくお願い申し上げます。


